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第９５回都市対抗野球第二次予選東北大会
◇試合結果◇

第１代表トーナメント ＶＳ 七十七銀行 （２対３）敗戦
第２代表トーナメント ＶＳ 水沢駒形野球倶楽部（５対６）敗戦

集合写真を1枚（１）



八百板 飛馬 外野手（主将）
都市対抗野球第二次予選も熱い応援ありがとうございました。「悔しい！」その一言に尽きま
す。あと一歩のところで力が及ばず無念さが残る大会となりました。反面、一瞬のプレーや一
球の大切さを改めて感じることができ、チームとしても飛躍につながる良いキッカケにしたい
思います。更に強くなって来年は勝てるよう励んで参ります。今後ともご声援の程宜しくお願
い致します。
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ＪＡＢＡ福島市長杯争奪野球大会
エフコムＢＣ 中島 周作 監督兼内野手、主将の八百板 飛馬 外野手

より本大会のコメントをいただきました！

中島 周作 監督兼内野手
第９５回都市対抗野球第二次予選においても、岩手の遠方まで沢山の応援を頂きありがとうご
ざいました。今大会は勝利することができず悔しい結果ではありましたが、良いプレーも出て
貴重な経験になりました。大会終了時の選手達の表情や姿勢からは、次の試合への闘志を感じ
る事もできております。次はクラブ野球選手権大会になります。チーム一丸となり、全力でプ
レーして参ります。今後とも、応援の程宜しくお願い致します。
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熱い声援が私たちの原動力になりました！
遠いところまで応援ありがとうございました。
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第１代表トーナメント ＶＳ 七十七銀行

渡邉 拓海 選手 ＜先発＞
投手/出身校

酒田南高校 ⇒ 東日本国際大学

エフコムＢＣは１回表に松嶋選手の右翼スタンドへのソロホームランで幸先よく先制。その直後１回裏、七十七銀
行４番の石井選手に３ランホームランを浴び逆転を許すも、４回表には相手守備の乱れに乗じて伊藤海斗選手の右前
適時打で１点差に詰め寄ります。
先発の渡邉拓海選手は、初回以降粘り強い投球と味方のファインプレーにも助けられ６回を被安打３に抑える好投

を披露し、７回以降は大内選手と長根選手の継投で相手打線を封じました。打線は７安打を放ち再三チャンスを作り
ますが、最終的に２対３と１点及ばず第１代表トーナメントでの勝利は次回に持ち越しとなりました。

ご声援ありがとうございました。今回
負けてしまってとても悔しいです。
全日本クラブ選手権ではこの
経験をバネに一戦一戦勝ち進
み、必ず全国大会の切符をつ
かみ取りたいと思います。
これからも応援よろしくお願
い致します！

松嶋 拓郎 選手
内野手/出身校

文星芸大附属高校 ⇒ 仙台大学

応援ありがとうございました。打倒企業チームで臨んだ大会でしたが、一歩及ばず残念な結果となりました。
敗因は自分たちが一番わかっているので、より一層切り詰めて頑張ります。今後の大会では球場がエフコムカ
ラーで染まるような試合にしたいと思います。まだまだエフコムＢＣの暑い夏は続きますので、応援よろしく
お願いします。
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第２代表トーナメント ＶＳ 水沢駒形野球倶楽部
初回は先頭の島津選手がセーフティバントで出塁し、盗塁と相手エラーで無死３塁のチャンス！すかさず２番八百

板卓丸選手の左前タイムリーで先制。裏の守備では先頭打者の２ベースヒットと送りバントなどで同点。チームは５
回まで着実に点を重ねていきますが、５回裏に一挙４点を許し一時２点差となります。８回は無死から伊藤海斗選手
・東海林歩喜選手の連続２ベースヒットで１点を奪いますが反撃はここまで。５対６で大会の幕を閉じました。

応援ありがとうございました！

遠いところ応援に来て頂きありがとうございました。２試合とも勝つことが出来ず申し訳ございませんでした。
現実は甘くなく一番悔しい負け方を２試合ともしてしまいました。そして、社会人野球の怖さも知りました。そ
の中で何が足りないのか自分でも感じることが出来ました。次はクラブ選手権となりますので、もう一度エフコ
ムのプライドを背負い皆さんと優勝を分かち合えるように戦っていきます。日本一に向けて引き続き素晴らしい
応援をよろしくお願いします。

大会は平日かつ岩手県開催にも関わらず、多くの方に現地へ足を運んで頂き非常に感銘を受けました。悔しさが
残る大会でしたが、最大の目標であるクラブ選手権に向けてまだまだレベルアップできるメッセージだと感じて
おります。これからますます暑くなる季節に突入しますが、選手・応援団含め全員で熱く長い夏にしていければ
と思います。今後ともご声援の程よろしくお願いいたします。

東海林 歩喜 選手
内野手/出身校

仙台城南高校 ⇒ 八戸学院大学

島津 翔 選手
内野手/出身校

聖光学院高校 ⇒ 国士館大学


